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概要：本研究は，手紙や電子メール等に代表される，

2 人ないし少人数間で非同期かつ交互にメッセージを

交わす形式のシャトル型のコミュニケーション(以下

SC)を対象とした新しい質的分析手法の開発を目的と

している．特に本論文では，断続的に取り交わされる

SC のテキストデータから，各メッセージ中の言及内

容とその種類別の件数，および，各メッセージを跨い

で話題が繋がり展開する様相(話題展開，図1)とその種

類別の件数を抽出して，異なる話者ペア間で交わされ

る SC の相違点や類似点の確認を可能とする分析手続

きを明らかにした． 

V 受講生A・参考意識

担当教員・共感

受講生A
授業お疲れ様でした。
dvdめちゃくちゃ興味深かった
です。今後の参考にしていこう
と思います。

SCのデータ

E

担当教員
●●・●●●●●のプレゼン
の考え方は、 私も常々、参考
にさせてもらっています (^^)
このDVDは、また別の機会にお
見せします ので、そのときも
興味を持って見て下さいね。

話題展開の抽出

V＝{<受講生A,参考意識>,<担当教員,共感>,<担当教員,予告>}

E＝{{<受講生A,参考意識>,<担当教員,共感>}，

{<受講生A,参考意識>,<担当教員,予告>}}

担当教員・予告V

記入者・話題の組合せ

参考意識
共感

予告

E

V

受講生

担当教員

イメージ：

グラフの表現：

記録の形式：

 
図１ SCのテキストデータからの話題展開の抽出 
 
近年，例えば，授業でやりとりされる「大福帳」の

様に，紙媒体や電子媒体を用いて，信頼関係の構築や

学習動機づけ，個別指導等を目的に，受講生と教員と

の間で1対1のSCを行う機会が増えつつある．一方

で，この SC における話者がどのような対話を要望し

て，そして，どのような対話が話者の意識やその後の

行動に影響を及ぼす可能性があるのか等の詳細につい

ては，これまで必ずしも十分に確認されていない．そ

の解決のためには，SC の内容を対象とした質的分析

が必要となるが，GTA や SCAT 等の既存の質的デー

タ分析法の多くは，インタビューやアンケートを主な

対象とし，その内容の中核的テーマや潜在する意識の

抽出に主眼が置かれている．このため，コミュニケー

ション期間全体の発話を網羅的に対象とし，発話時期

や話者による表現や話題の違いを明らかにすることは

必ずしも想定されておらず，SC での時間経過に伴う

言及内容や話題展開の変化，複数の異なる話者ペア間

での相違点や類似点を確認しようとする場合，既存手

法をそのまま適用するには困難があった． 
そこで本論文では，まず，授業での受講生と教員と

の間の SC を例に，当該 SC の実施とその記録を行う

電子媒体(iConversation)を新たに開発し，分析対象と

するデータを取得した．次に，当該データの分析を通

じて SC の質的分析に必要な要件を検討し，各メッセ

ージ中の言及内容と，期間中の話題展開について，網

羅的かつ明示性・省察性の高い分析，並びにその定量

化を可能とする分析手法(KeyPaSS)を開発した．本論

文で提案するKeyPaSSは，既存手法と同様に3種類

のコーディング(オープン,軸足,選択)を経るが，既存手

法と異なり，抽出する概念の定量化のために，オープ

ンコーディングや選択コーディングにおいて，厳密な

コード化による一貫した概念化を行う点に特徴がある． 
iConversation により収集したデータ(1 セメスター

の 1 クラス,受講生と教員のペア 8組,合計 151 メッセ

ージ)にKeyPaSSを適用した結果，期間全体の網羅的

で一貫性のある概念として言及内容(合計 1,493 件)や
話題展開(合計 175 件)を明らかにでき，また，抽出し

た言及内容や話題展開の各概念を定量化し，時間経過

に伴う言及内容や話題展開の推移の確認や，異なる話

者ペア間での比較が可能であることを確認している．

これは，本論文で提案する KeyPaSS が，SC の外因

と発話内容との関係や，その際の発話意図の推察に有

効であることを示すものといえる． 
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抱負：KeyPaSSによる分析により，SCの教育的な効

果の検証を進めつつ，KeyPaSS自体をさらに発展さ

せたい． 


